
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 104 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 4 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂版 生物（数研出版） 

副教材等 
セミナー生物基礎+生物（第一学習社） 

九訂版 スクエア最新図説生物 neo （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探

究する。また、能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，

科学的な自然観を育成する。 

 

２ 学習の到達目標 

・細胞を構成する物質については，基本的な構造を学習したうえで，酵素など，その立体構造と

生命活動において果たすはたらきとの関連を理解する。次に，細胞小器官や細胞骨格，生体膜

など，細胞の内部構造について学習し，さらに物質輸送や情報伝達・認識にかかわるタンパク

質について学習する。これらの学習を通じて，細胞活動においてさまざまなタンパク質がさま

ざまな生命現象を支えていることを理解する。 

・呼吸においては，各過程の反応を学習し，その際，有機物が分解され，ATP が合成されること

を理解する。光合成においては，各過程の反応を学習し，その際，光エネルギーが化学エネル

ギーに変換されることを理解する。また，窒素同化の概要についても理解する。 

・DNA の構造・複製・タンパク質合成について，その詳細なしくみを理解する。その際，遺伝情

報の変化についても学習する。次に，遺伝子の発現調節の概要を，転写レベルの調節を中心に

学習する。さらに，遺伝子を扱ったバイオテクノロジーについて学習し，その原理と有用性へ

の理解を深める。 

・染色体に遺伝子が存在することを学習したうえで，減数分裂と受精によって多様な遺伝子の組

み合わせが生じることを理解する。次に，配偶子形成・受精と初期発生の過程を学習する。ま

た，細胞の分化や形態形成のしくみについて，誘導現象を中心に理解させる。前後軸形成のし

くみと形態形成を調節する遺伝子について学習する。 

・ニューロンの基本的な構造とそのはたらきを理解する。次に，受容器で受け取られた刺激が，

神経系を介して，効果器へと至る経路を学習する。その際，刺激の受容に関しては視覚器と聴

覚器を中心に取り上げ，効果器に関しては筋肉を中心に取り上げる。動物の行動については，

神経系における情報の流れと関連づけながら扱う。 

・植物は成長を調節するなどして環境に応答していることを理解する。そのうえで，環境応答に

はさまざまな植物ホルモンや光受容体が関与していることを学習する。 

・個体群や生物群集について，それぞれの特徴を学習する。その際，生物群集はさまざまな個体

群の集まりによって構成されており，生態系内で特定の役割を果たしていることを理解する。

また，いくつかの生態系の物質生産の特徴や各栄養段階とエネルギー効率の関係について学習

する。さらに，生物多様性に影響を与える要因を考察し，生物多様性の重要性への認識を深め

る。 



 

※令和３年度以前入学生用 

・生命の誕生や生物の変遷は，地球環境の変化と密接に関係していることを理解する。そのうえ

で，分子進化の概念や種分化のしくみについても学習する。 

・生物の種類は多様であるが，それらが系統によって分類できることを理解する。その際，形態

的な特徴などにもとづいた分類ばかりでなく，近年では，DNA の塩基配列やタンパク質のアミノ

酸配列といった分子データにもとづいて系統関係が調べられていることについて扱う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象に関

心や探究心をもち、主

体的に探究しようと

するとともに、科学的

態度を身に付けてい

る。 

生物や生物現象の中

に問題を見いだし、探

究する過程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

的確に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察，実験などを

行い、基本操作を習得

するとともに、それら

の過程や結果を的確

に記録、整理し、自然

の事物・現象を科学的

に探究する技能を身

に付けている 

生物や生物現象につ

いて、基本的な概念

や原理・法則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

・授業への取り組み 

・提出物 

・定期テスト 

・課題 

・定期テスト 

・小テスト 

・定期テスト 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

（１）１学期 

単

元 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

第

1

章 

細

胞

と

分

化 

・ 生体物質と細胞 

・細胞膜を介した物質

の移動 

・生命現象とタンパク

質 

 

〇 〇 〇 〇 a：生体の構成元素，アミノ酸とタンパク質の分子

構造，酵素の特性，原核細胞と真核細胞の特徴，

細胞内での輸送や情報伝達のしくみについて理

解する。 

b: 酵素の機能，原核細胞と核細胞の違い，細胞小

器官物質輸送にかかわる細胞の機能を科学的に

思考できる。 

c：生体を構成する元素や分子，酵素による化学反

応調節のしくみ，細胞や細胞内輸送と情報伝達に

ついて知ろうとする。 

d:アミノ酸の基本構造，タンパク質の分子構造に

ついて理解する。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 
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第

2

章 

代

謝 

・  代謝とエネルギー

代謝 

・同化 

・窒素同化 

・異化 

 

〇 〇 〇 〇 a:ATP の役割と生産方法，光合成と化学合成の違

い，窒素同化のしくみを理解する。 

b:ATP の代謝での役割とミトコンドリアで生産さ

れるしくみ，光合成，化学合成，窒素同化のしく

みを科学的に思考できる。 

c:ATP が生産されるしくみにおけるそれぞれの化

学反応の違いを知ろうとする。 

d:窒素同化で有機窒素化合物がつくられるしく

みや，窒素固定のしくみを理解する。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 

第

3

章 

遺

伝

情

報

の

発

現 

・  遺伝情報とその発

現 

・遺伝子の発現調節 

・バイオテクノロジー 

 

〇 〇 〇 〇 a:遺伝子発現における転写レベルでの調節のし

くみ，バイオテクノロジーの利用について理解す

る。 

b:DNA の複製のしくみ，遺伝情報の変化と形質の

発現，バイオテクノロジーの原理を科学的に思考

できる。 

c:DNA 複製のしくみ，遺伝子発現のしくみ，バイ

オテクノロジーについて興味関心を持ち知ろう

とする。 

d:遺伝子組換えの方法，遺伝子導入のしかた，PCR

法，塩基配列の解析など，バイオテクノロジーの

実際とその利用について理解する。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 

第

4

章 

生

殖

と

発

生 

・ 遺伝子と染色体 

・減数分裂 

・遺伝子の多様な組み

合わせ 

・動物の配偶子形成と

受精 

・初期発生の過程 

・細胞の分化と形態形

成 

・植物の発生 

〇 〇 〇 〇 a:染色体の構造と分配，減数分裂のしくみ，動物

と植物における配偶子形成と受精のしくみ，発生

の過程を理解する。 

b:DNA と染色体の関連，減数分裂の過程，組換え

現象，受精と発生の過程，植物の発生のしくみを

科学的に思考できる。 

c:染色体，生殖，遺伝子の多様な組み合わせがで

きるしくみ，動物と植物における配偶子形成と発

生のしくみについて知ろうとする。 

d:配偶子の形成や受精により，遺伝子の多様な組

み合わせができるしくみを理解する。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 



 

※令和３年度以前入学生用 

（２）２学期 

単

元 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

第

5

章 

動

物

の

反

応

と

行

動 

・ニューロンとその興奮 

・刺激の受容 

・情報の統合 

・刺激への反応 

・動物の行動 

〇 〇 〇 ◎ a:ニューロンの構造や興奮のしくみ，眼における

遠近調節，耳の構造，感覚の発生，中枢神経系の

構造とはたらきや反射，筋肉の構造と収縮のしく

み，生得的行動と学習の行動のしくみと具体例を

理解する。 

b:興奮の伝導や伝達の違い，受容器と構造と刺激

を受け取るしくみ，中枢神経系での情報処理，反

射のしくみ，筋肉の構造と収縮のしくみ，生得的

行動と学習の違いについて科学的に思考できる。 

c:伝導や伝達の役割，受容器と適刺激の関係，中

枢神経系の構造と反射のはたらき，分子レベルで

の筋肉の動き，動物の行動が起こるしくみについ

て興味関心を持ち知ろうとする。 

d:神経系について知識を身に付けている。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 

第

6

章 

植

物

の

環

境

応

答 

・植物の反応 

・成長の調節 

・花芽形成と発芽の調

節 

〇 〇 〇 ◎ a:植物の刺激の受容とその反応，発芽のしくみ，

植物ホルモンのはたらきを理解する。 

b:植物の反応の違い，植物の成長過程について科

学的に思考できる。 

c:植物の刺激の受容と反応，種子の休眠発や成長

の調節のしくみについて知ろうとする。 

d:植物ホルモンによる調節を理解できている。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 

第

7

章 

生

物

群

集

と

生

態

系 

・個体群 

・個体群内の個体間の

関係 

・異種個体群間の関係 

・生物群集 

・生態系における物質

生産 

・生態系と生物多様性 

 

〇 〇 〇 ◎ a:成長曲線の形状や個体群密度の求め方，密度効

果，生存曲線のタイプ，群れ，縄張り，動物の社

会性の学習，異種個体群間の競争と共生，物質生

産とエネルギー効率，生物多様性を低下させる要

因と多様性保全の重要性について理解する。 

b:個体群における成長曲線と密度効果や生存曲

線のタイプと育児能力，群れにおける利益と不利

益の関係，異種個体群間での関係性，食物連鎖内

での共存，物質生産とエネルギー効率，生物多様

性を低下させる原因について科学的に思考でき

る。 

c:個体群の齢構成と生存曲線，群れをつくるメリ

ットの縄張りの重要性，個体群間にみられる相互

作用，生物群集，物質生産やエネルギー効率，多

様性の重要性について知ろうとする。 

d:個体群密度の測定方式や成長曲線を理解でき

ている。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

（３）３学期 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

第

8

章 

生

命

の

起

源

と

進

化 

・生命の起源と初期の

生物の変遷 

・多細胞生物の変遷 

・進化のしくみ 

 

〇 〇 〇 ◎ a:生物が進化する変遷と環境の変化，種分化の過

程，分子レベルでの進化を理解する。 

b:生物誕生の過程，地球環境の変化と生物の段階

的変化，進化説を構成する要素について科学的に

思考できる。 

c:生命誕生のしくみや現存生物までの進化過程，

進化が起こるしくみについて知ろうとする。 

d:進化のしくみについて理解し、知識を身に付け

ることができている。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 

第

9

章 

生

物

の

系

統 

・生物の系統 

・生物の多様性 

 

〇 〇 〇 ◎ a:各ドメインの特徴とさらに細かい分類群に分

けられることを理解する。 

b:各生物種が共通の祖先から派生して進化した

過程，各ドメインの生物についての特徴や違いに

ついて科学的に思考できる。 

c:生物がどのように分類されるのか，様々な生物

の分類体系について知ろうとする。 

d:原核生物・原生生物・菌類の分類を理解できて

いる。 

・授業への取り

組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリ

ントや実験レポ

ート） 

・小テスト 

の点数や取り組

み状況で評価 

単

元 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

総

合

問

題

演

習 

総合問題演習 〇   〇 a: 解答を誤った問題をもう一度解くこと

によって理解を深める。また、学習意欲を

もって問題に取り組む。 

d: 演習問題を通して、データを適切に処理

し、グラフを読み取る力を身に付けている。 

 

・授業への取り組み 

・定期テスト 

・課題（授業プリントや

実験レポート） 

・小テスト 

の点数や取り組み状況

で評価 


